
戦
後
日
本
鉄
鋼
業
に
お
け
る
川
崎
製
鉄
の
革
新
性

米
　
倉
　
誠

郎

（69）　戦後目本鉄鋼業における川崎製鉄の革新性

序

　
戦
後
の
米
国
鉄
鋼
業
と
日
本
鉄
鋼
業
を
比
較
し
た
と
き
、
例
え

ぱ
粗
鋼
生
産
量
比
に
お
い
て
米
－
日
H
九
二
：
一
（
一
九
四
五

年
）
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
生
産
能
カ
・
技
術
カ
の
格
差

は
圧
倒
的
と
い
え
る
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
も
敗
戦
・
賠
償
責
任

と
い
う
状
況
下
で
の
、
こ
の
椿
差
は
ま
さ
に
克
服
不
可
能
と
も
い

え
る
ほ
ど
で
あ
り
、
当
時
の
日
本
の
産
業
界
に
す
ら
、
も
は
や
日

本
に
本
格
的
な
鉄
鋼
業
は
不
必
要
で
あ
る
と
い
う
議
論
も
あ
っ
一
旭
。

　
し
か
し
、
日
本
の
鉄
鋼
業
は
そ
の
後
驚
く
べ
き
急
成
長
を
遂
げ
、

図
1
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
そ
の
生
産
量
に
お
い
て
今
や
米
国
と
比

肩
す
る
に
い
た
り
、
そ
の
生
産
性
・
品
質
・
技
術
カ
に
お
い
て
は

世
界
の
ト
ツ
プ
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
日
本
鉄
鋼
業
の

発
展
の
要
因
を
、
筆
者
は
、

　
（
一
）
　
産
業
政
策
（
言
い
か
え
れ
ぱ
鉄
鋼
業
確
立
の
た
め
の
国

　
　
　
家
の
主
体
的
取
組
み
）

　
（
二
）
　
鉄
鋼
経
営
者
の
戦
前
か
ら
の
経
営
資
源
の
蓄
積
と
企
業

　
　
　
者
精
神

　
（
三
）
　
企
業
間
関
係
（
競
争
的
市
場
の
成
立
と
技
術
ネ
ヅ
ト
ワ

　
　
　
ー
ク
の
形
成
）

の
三
点
か
ら
考
察
し
、
そ
の
戦
中
・
戦
後
を
通
じ
た
連
続
性
と
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

連
続
性
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
。
そ
の

内
容
を
整
理
す
る
と
、
ま
ず
産
業
政
策
に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
既
に

明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
、
戦
中
の
統
制
経
済
政
策
は

戦
後
の
重
化
学
工
業
政
策
の
原
型
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
遂
行
し

た
商
工
省
↓
通
産
省
に
お
け
る
政
策
手
段
・
官
僚
層
に
も
明
瞭
な
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一橘論叢 第90巻 第3号（70）

移
　
㎝
讐
m
　
、
純
肪
四
　
燃

一
”
〃
ピ
、
一
災
一
烹

灘
　
　
η
ぺ
　
　
、
L
　
川
綱

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
㎜
　
雛
』

　
国
／
’
5
合
史

要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
一
　
蛎
　
総
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
1
　
　
鉄
の

主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
O
　
日
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
5
　
　
新
発

剛
協
㎜
㎝
㎝
㎜
㎝
・
・
。
。
・
1
所

　
　
　
σ
岨
M
1
2
m
8
6
4
　
2
　
　
出

　
　
　
　
＾
3
）

連
続
性
が
あ
る
。
ま
た
、
経
営
者
に
つ
い
て
述
べ
れ
ぱ
、
戦
後
G

H
Q
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
バ
ー
ジ
に
よ
っ
て
経
営
者
の
大
幅
な
交

歓
が
実
現
し
た
が
、
新
し
い
経
営
者
自
身
も
全
く
の
新
人
と
い
う

よ
り
は
戦
中
に
お
い
て
充
分
な
経
営
資
源
（
技
術
・
情
報
．
人
脈

等
）
を
生
産
現
場
あ
る
い
は
鉄
鋼
統
制
会
を
通
じ
て
蓄
積
し
た
人

々
で
あ
り
、
単
純
に
戦
中
・
戦
後
を
分
断
し
て
と
ら
え
る
こ
と
の

で
き
な
い
連
続
性
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
戦
中
か
ら
の
連

続
性
を
も
っ
た
産
業
政
策
お
よ
び
そ
の
立
案
者
で
あ
る
通
産
官
僚
、

そ
し
て
同
種
の
連
続
性
を
も
っ
た
鉄
鋼
経
営
者
が
、
敗
戦
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
戦
後
の
諸
経
済
改
革
（
鉄
鋼
業
で
い
え
ぱ
そ
れ

は
ま
さ
に
価
樒
機
構
1
1
市
場
の
復
活
で
あ
っ
た
）
の
中
で
、
日
本

に
本
楕
的
な
銑
鋼
一
貫
体
制
の
鉄
鋼
業
確
立
は
必
要
で
あ
る
と
い

う
主
体
的
意
志
を
も
ち
つ
つ
、
存
分
に
戦
中
の
蓄
積
を
駆
使
し
て

成
立
し
た
の
が
、
競
争
的
で
し
か
も
一
面
協
調
的
側
面
を
も
っ
た

戦
後
の
八
幡
・
富
士
・
日
本
鋼
管
・
川
崎
製
鉄
．
住
友
金
属
．
神

戸
製
鋼
に
よ
る
六
社
体
制
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
こ
う
し
た
戦
中
・
戦
後
の
連
続
性
と
非
連
続
性
の
巧
み
な

融
合
と
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
こ
そ
戦
後
日
本
の
鉄
鋼
業
の
発
展
要

因
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
の
が
筆
者
の
「
戦
後
鉄
鋼
業
試
論
」
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
連
続
性
と
非
連
続
性
の
ダ
イ
ナ
、
、
、

ズ
ム
を
も
っ
と
も
明
確
に
体
現
し
、
戦
後
の
競
争
的
な
六
社
体
制

の
確
立
の
主
要
な
契
機
と
な
っ
た
の
が
川
崎
製
鉄
株
式
会
杜
（
社

長
西
山
弥
太
郎
）
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
、
戦
後
日
本
鉄
鋼
業
に
お
け
る
川
崎
製
鉄
の
革
新
性
を
戦

中
・
戦
後
の
連
続
性
と
非
連
続
性
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
い
う
視
点

か
ら
と
ら
え
、
川
崎
製
鉄
の
は
た
し
た
戦
後
鉄
鋼
業
に
お
け
る
役

割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
そ
の
課
題
と
し
た
。

　
（
1
）
　
日
本
鉄
鋼
業
廃
止
論
に
つ
い
て
は
、
川
崎
勉
『
戦
後
鉄
鋼
業
論
』

　
　
鉄
鋼
新
聞
社
、
一
九
六
八
年
、
六
一
－
六
四
頁
。

　
（
2
）
　
拙
稿
「
戦
後
日
本
鉄
鋼
業
試
論
」
『
ピ
ジ
ネ
ス
．
レ
ピ
ュ
ー
』
第
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（71）　戦後目本鉄鋼業における川崎製鉄の革新性

　
＝
二
巻
第
二
号
、
一
九
八
三
年
九
月
発
刊
予
定
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）
　
戦
中
の
統
制
政
策
と
戦
後
の
産
業
政
策
、
お
よ
び
商
工
省
・
通

　
産
省
の
連
続
性
に
つ
い
て
は
、
中
村
隆
英
『
日
本
の
経
済
統
制
』
目

　
経
新
書
、
一
九
七
四
年
、
チ
ャ
マ
ー
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
『
通
産
省
と

　
日
本
の
奇
跡
』
（
矢
野
俊
比
古
監
訳
）
T
B
S
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九

　
八
二
年
、
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

二
　
川
崎
製
鉄
株
式
会
社
の
成
立

　
川
崎
製
鉄
株
式
会
社
（
以
下
、
川
崎
製
鉄
あ
る
い
は
川
鉄
と
略

す
）
は
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
八
月
七
日
、
川
崎
重
工
業
株

式
会
社
（
以
下
川
崎
重
工
あ
る
い
は
川
重
と
略
す
）
の
製
鉄
関
連

部
門
を
分
離
独
立
し
て
成
立
し
、
西
山
弥
太
郎
川
崎
重
工
敢
締
役

が
そ
の
初
代
社
長
に
就
任
し
た
。
終
戦
後
G
H
9
に
よ
り
川
重
が

財
閥
指
定
や
過
度
経
済
カ
集
中
排
除
法
の
指
定
対
象
と
な
っ
た
こ

と
よ
り
、
川
崎
製
鉄
の
成
立
は
一
連
の
上
か
ら
経
済
民
主
化
の
成

果
で
あ
り
｛
同
杜
を
戦
後
の
新
し
い
企
業
と
と
ら
え
る
こ
と
も
可

能
だ
が
、
同
社
成
立
の
歴
史
過
程
を
追
っ
て
い
く
と
、
同
社
の
川

崎
重
工
牟
ら
似
分
離
独
立
は
む
し
ろ
企
業
の
主
体
的
経
営
戦
略
か

ら
帰
結
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
川
崎
製
鉄
の

成
立
過
程
を
詳
し
く
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
川
崎
重
工
は
、
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
に
川
崎
正
蔵
が
東

京
築
地
に
造
船
業
を
創
め
た
の
に
端
を
発
し
、
一
八
九
六
（
明
治

二
九
）
年
に
事
業
の
成
長
に
と
も
な
い
株
式
会
社
川
崎
造
船
所
と

な
り
、
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
に
い
た
っ
て
事
業
内
容
の
拡

大
の
た
め
に
社
名
を
川
崎
重
工
業
株
式
会
社
と
改
め
て
、
今
日
に

。
至
っ
て
い
る
。
同
社
事
業
の
主
カ
は
造
船
で
あ
り
、
と
く
に
海
軍

向
け
を
申
心
と
し
た
艦
船
工
場
を
中
心
に
造
機
・
電
機
部
門
に
進

出
し
、
そ
の
一
方
で
独
自
の
製
鉄
部
門
も
拡
充
し
て
き
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
終
戦
時
ま
で
に
は
川
崎
汽
船
株
式
会
社
、
川
崎
航
空

機
工
業
株
式
会
社
等
の
子
会
社
を
傘
下
に
も
っ
た
巨
大
持
株
会
社

に
ま
で
成
長
し
て
い
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
終
戦
後
の
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
十
月
に
は

G
H
Q
か
ら
財
閥
十
五
社
の
う
ち
の
一
社
に
指
定
さ
れ
た
。
し
か

し
、
川
崎
重
工
の
企
業
形
態
は
三
井
二
二
菱
な
ど
の
財
閥
と
は
基

本
的
に
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
た
め
そ
の
後
に
財
閥
指
定
は
解
除

さ
れ
た
が
、
翌
一
九
四
六
年
十
二
月
に
は
持
株
会
社
に
指
定
さ
れ

制
隈
会
社
と
な
る
に
い
た
っ
た
。
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
四

月
に
G
H
9
指
導
下
で
独
占
禁
止
法
が
成
立
し
同
十
二
月
に
は
過

度
経
済
カ
築
中
排
除
法
が
成
立
す
る
と
、
川
崎
重
工
も
分
割
を
要

す
る
巨
大
企
業
と
し
て
同
法
の
適
用
を
正
式
に
指
定
さ
れ
た
。
こ

の
た
め
同
社
は
、
翌
一
九
四
八
年
四
月
に
は
同
法
に
基
づ
い
て
川
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一橋論叢　第90巻　第3号　（72）

図2川崎重工職制表（1945年8月1日）

卒社

艦船工場ト醗貞保

製鉄所ト離弥太郎

薯締役会婁鋳谷正輔

　　　　　　　　　就任年
專務取締役　川崎芳熊（1931）

　　〃　　吉岡保貞（1933〕
　　〃　　松村守一（1933〕

取締役清水良策｛1940〕
”

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

’
』

下田文書u942〕
根本荘行（〃〕
片山貫三郎（〃〕

西山弥太郎（1’〕

阿部市助（〃〕
川辺昌徳（〃〕
神馬新七郎（1945〕

児玉　久（l1〕
手．塚敏雄（”〕

崎
重
工
を
解
散
し
、
同
社
の
造
船
部
門
と
製
鉄
部
門
を
分
離
独
立

さ
せ
た
新
会
社
二
社
を
創
設
す
る
と
い
う
再
編
成
計
画
書
を
但
成

し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
川
重
の
製
鉄
部
門
分
離
独
立
案
が
具
体
化

し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
の
ギ
リ

シ
ャ
内
乱
を
契
機
に
強
ま
っ
て
い
っ
た
米
ソ
対
立
関
係
は
一
九
四

八
年
頃
よ
り
米
国
の
対
日
占
領
政
策
を
早
期
復
興
援
助
の
方
向
に

変
化
さ
せ
、
集
排
法
適
用
の
範
囲
も
大
幅
に
緩
和
さ
れ
る
に
至
り
、

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
に
は
川
重
も
集
排
法
指
定
会
社
か
ら

解
除
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
法
的
な
意
味
で
は
川
崎
重
工
製
鉄

部
門
の
川
崎
重
工
か
ら
の
分
離
独
立
の
必
要
性
は
こ
の
時
点
で
消

　
　
　
　
　
＾
1
）

滅
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
川
重
内
都
に
も
川
重
最
大
の
債
権
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

帝
国
銀
行
に
も
「
分
離
反
対
」
の
意
見
が
強
か
っ
た
と
い
う
。
そ

れ
で
は
、
な
ぜ
こ
の
段
階
で
分
離
独
立
が
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
以
下
そ
の
経
緯
を
追
っ
、
て
み
よ
う
。

　
図
2
は
終
戦
直
前
の
川
崎
重
工
の
組
織
概
賂
図
と
経
営
陣
で
あ

る
。
こ
の
図
か
ら
川
重
は
本
社
と
艦
船
工
場
お
よ
ぴ
製
鉄
所
の
三

部
門
に
わ
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
終
戦
に
い
た
り
、
軍
需

産
業
で
あ
っ
た
川
崎
重
工
の
経
営
者
に
対
し
て
追
放
が
行
わ
れ
、

図
2
の
中
で
、
西
山
弥
太
郎
、
神
馬
新
七
郎
、
児
玉
久
、
手
塚
敏
雄

四
取
締
役
を
除
く
鋳
谷
社
長
以
下
金
員
が
追
放
と
な
’
た
。
一
九

四
二
（
昭
和
十
七
）
年
六
月
に
取
締
役
に
就
任
し
た
西
山
以
外
は
、
・

終
戦
直
前
の
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
六
月
に
取
締
役
に
就
任

し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
西
山
が
最
古
参
の
筆
頭
取
締

役
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
本
社
監
査
部
長
神
馬
五
九
歳
、
経
理
都

長
児
玉
五
七
歳
、
艦
船
工
場
総
務
部
長
手
塚
五
八
歳
に
く
ら
べ
、

西
山
は
五
三
歳
の
最
年
少
取
締
役
で
あ
っ
た
。
西
山
が
最
年
少
で
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（73）戦後目本鉄鋼業における川崎製鉄の革翻性

川
重
取
締
役
に
就
任
し
て
い
た
理
由
は
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）

年
東
大
工
挙
部
冶
金
学
科
を
卒
業
し
て
川
重
に
入
社
以
来
一
九
三

三
（
昭
和
八
）
年
に
は
日
本
鉄
鋼
協
会
が
鉄
鋼
技
術
者
に
贈
る
最

高
賞
で
あ
る
服
部
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
彼
が
鉄
鋼
製
板
披
術
者

と
し
て
日
本
の
最
先
端
を
歩
む
一
方
で
川
崎
重
工
製
鉄
部
門
の
最

高
責
任
者
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
彼
の
外
に
製
鉄
部
門
の
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

が
い
な
い
と
い
う
特
殊
事
情
か
ら
で
あ
っ
た
。
一
方
、
川
重
の
本

流
は
造
船
部
門
で
あ
り
そ
の
総
務
部
長
を
長
年
勤
め
た
手
塚
が
川

重
全
体
に
明
る
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
川
重
の
次
期
社
長
の
人

選
に
は
難
行
が
予
測
さ
れ
た
。
そ
こ
で
川
重
で
は
こ
の
四
取
締
役

に
加
え
て
、
川
重
最
大
の
債
権
銀
行
で
あ
る
帝
国
銀
行
か
ら
小
田

茂
樹
を
取
締
役
に
迎
え
て
、
五
取
締
役
合
議
制
に
よ
る
経
営
体
制

を
と
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
各
取
締
役
の
分
担
は
、

　
　
　
　
西
山
弥
太
郎
　
製
鉄
所
部
門

　
　
　
　
神
馬
新
七
郎
　
経
理
部
門
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
G
H
9
・
特
殊
会
社
整
理
委
員
会
関
係

　
　
　
　
児
玉
　
久
本
社
総
務
都
門

　
　
　
　
手
塚
敏
雄
艦
船
工
場
部
門

　
　
　
　
小
困
茂
樹
本
社
経
理
部
門

と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
一
九
四
六
年
十
二
月
か
ら
五
取
締
役
合
議

制
に
よ
っ
て
川
崎
重
工
は
戦
後
の
再
建
を
進
め
て
い
、
っ
た
の
で
あ

る
o

　
さ
て
、
終
戦
後
政
府
は
軍
需
生
産
の
停
止
に
伴
い
、
軍
需
会
社

法
に
基
づ
く
各
種
の
補
償
債
権
等
の
補
償
を
全
面
的
に
停
止
し
、

翌
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
八
月
に
は
G
H
9
の
命
令
に
ょ
っ

て
こ
う
し
た
戦
時
補
償
を
す
べ
て
打
ち
切
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の

緒
果
、
政
府
は
会
杜
経
理
応
急
措
置
法
を
公
布
し
て
、
混
乱
す
る

一
般
債
務
の
救
済
を
実
施
し
た
。
同
法
は
こ
う
し
た
債
務
の
あ
る

企
業
を
特
別
経
理
会
社
に
指
定
し
、
そ
の
資
産
と
債
務
を
そ
れ
ぞ

れ
の
新
旧
勘
定
に
分
離
す
，
る
こ
と
に
よ
っ
て
旧
債
務
を
一
時
棚
上

げ
に
し
、
新
勘
定
の
み
に
よ
る
事
業
継
続
を
は
か
ら
せ
る
と
い
う

も
の
で
あ
づ
た
。
同
年
十
月
に
は
こ
う
し
た
特
別
経
理
会
社
の
債

権
整
備
を
政
府
認
可
の
も
と
で
行
わ
せ
る
企
業
再
建
整
備
法
が
交

布
さ
れ
、
川
重
も
同
法
下
で
の
債
権
案
を
立
案
し
た
。
こ
の
段
階

で
は
、
造
船
部
門
と
製
鉄
部
門
を
分
離
せ
ず
同
社
を
再
建
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

と
す
る
意
見
が
主
流
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
前
述
の
集
排
法
の
成

立
に
よ
っ
て
同
社
分
割
案
が
浮
上
し
た
が
、
対
日
政
策
の
変
更
に

よ
り
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
四
月
に
は
同
社
分
割
の
法
的
強

制
が
な
く
な
っ
た
こ
と
は
既
に
述
ぺ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、

川
重
取
締
役
会
内
部
で
は
同
社
一
本
化
の
ま
ま
の
再
建
案
と
造
船
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部
門
・
製
鉄
都
門
の
分
離
案
の
対
立
が
残
っ
て
い
た
。
そ
の
代
表

的
意
見
は
分
離
後
の
川
崎
重
工
社
長
と
な
っ
た
手
塚
の
「
大
川
崎

の
伝
統
を
守
り
、
ど
こ
ま
で
も
総
合
協
カ
体
制
で
行
く
べ
き
だ
」

と
い
う
意
見
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
は
「
日
本
の
製
鉄
業
は
、
い

ま
ま
で
民
間
企
業
で
成
り
立
っ
た
も
の
で
は
な
い
で
は
な
い
か
。

日
鉄
（
日
本
製
鉄
株
式
会
杜
1
－
米
倉
注
）
は
官
営
な
れ
ぱ
こ
そ
あ

そ
こ
ま
で
来
た
。
も
と
も
と
儲
か
る
も
の
な
ら
、
財
閥
の
三
井
・

三
菱
が
す
で
に
や
っ
て
い
る
は
ず
。
か
れ
ら
が
や
ら
な
い
の
は
全

産
業
中
製
鉄
だ
け
だ
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
が
非
常
に
む
ず
か
し

い
間
題
だ
・
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
今
後
の
日
本
で
製
鉄
業
が
成
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

立
つ
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
ん
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
。

　
一
方
の
分
離
案
を
強
固
に
主
張
し
た
の
は
、
後
の
川
崎
製
鉄
社

長
と
な
っ
た
西
山
取
締
役
で
あ
っ
た
。
結
局
こ
う
し
た
対
立
は
西

山
の
説
得
に
よ
っ
て
、
製
鉄
部
門
の
分
離
独
立
と
い
う
か
た
ち
で

決
着
を
み
て
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
八
月
七
日
、
川
崎
製

鉄
株
式
会
社
が
川
重
の
第
二
会
社
と
し
て
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
川
崎
重
工
本
流
の
一
本
化
案
を
押
し
き
っ
て
ま

で
、
西
山
の
分
離
独
立
案
が
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
く

に
、
手
塚
の
い
う
「
今
後
の
日
本
で
製
鉄
業
が
成
り
立
つ
か
ど
う

か
」
と
い
う
根
本
的
な
疑
問
は
、
一
九
四
九
年
二
月
に
来
日
し
た

デ
ト
ロ
イ
ト
銀
行
総
裁
J
・
ド
ヅ
ジ
（
U
o
鼻
o
）
に
随
行
し
た
p
・

オ
ー
レ
ア
リ
ー
（
O
．
■
墨
q
）
が
「
経
済
性
と
い
う
問
題
を
採
り
上

げ
る
と
き
、
果
し
て
鉄
鋼
業
は
国
と
し
て
育
成
の
対
象
と
な
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

き
企
業
で
あ
る
か
に
凝
問
が
も
た
れ
る
」
と
し
て
日
本
鉄
鋼
業
廃

止
論
を
述
べ
る
一
方
、
経
済
安
定
本
部
に
お
い
て
も
資
本
効
率
・

国
際
分
業
の
視
点
か
ら
日
本
鉄
鋼
業
の
存
続
が
疑
問
視
さ
れ
て
い

た
時
期
だ
け
に
説
得
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
な
ぜ
西
山
が
独
立
を
主
張
し
、
そ
れ

が
承
認
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
西
山
の
鉄
鋼
技
術
者
・
経
営
者

と
し
て
の
経
営
構
想
カ
と
企
業
家
精
神
（
彗
9
｛
冨
罵
膏
讐
号
）

に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
西
山
の
企
業
家
と
し
て

の
意
志
決
定
を
追
う
こ
と
に
し
よ
う
。

（
1
）
　
以
上
の
川
崎
製
鉄
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
『
川
崎
製
鉄
二

　
五
年
史
』
川
崎
製
鉄
株
式
会
社
、
一
九
七
六
年
、
を
参
考
と
し
た
。

（
2
）
　
鉄
鋼
新
聞
社
編
『
鉄
鋼
巨
人
伝
　
西
山
弥
太
郎
』
鉄
鋼
新
聞
社
、

　
一
九
七
一
年
、
三
六
一
員
。

（
3
）

（
4
）

（
5
）

　
社
、

（
6
）

同
書
、
三
〇
九
頁
。

前
掲
『
川
崎
製
鉄
二
五
年
史
』
五
七
頁
。

西
山
記
念
事
業
会
『
西
山
弥
太
郎
追
悼
集
』
川
崎
製
鉄
株
式
会

一
九
六
七
年
、
二
六
一
頁
。

川
崎
勉
　
前
掲
書
、
六
一
員
。
　
　
　
　
　
－
・

．
　
2

　
9
　
3
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図3川崎璽工職制表（昭和18年9月）

社本

長吉岡保貞

長　西山弥太郎

所
　
　
　
所

艦船工場

製板工場

く特殊鋼工場〉

く久慈製鉄所〉

く知多工場建設委員会〉

く大阪特殊煉瓦工場〉

（兼）所長　西山

（兼）所長　西山

委員長　西山

工場課

所長　米桝健治郎
（昭和19年よリ西山が兼任〕

製鋼工場

薯締役会萎鋳谷正輻

専務取締役

　　〃
〃

取　締

　　〃
〃

〃

〃

〃

〃

”

”

”

役

川崎
吉岡
松村

岩倉
清水
下田
根本
片山

正田
米桝
西山
阿部
川辺

芳熊

保貞
守一

道倶
良策
文吾
荘行
貫三郎
　茂
健治郎
弥太郎
市助

昌徳

出所：「川崎巫工榛式会社社史」より作成

　
　
　
一
一
一
西
山
弥
太
郎
の
革
新
性

　
　
　
　
　
（
そ
の
連
続
性
と
非
連
続
性
の
結
合
）

　
ω
技
術
者
・
経
営
者

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
西
山
弥
太
郎
は
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）

年
神
奈
川
に
生
ま
れ
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
東
京
帝
国
大
学

工
学
部
冶
金
学
科
を
卒
業
後
株
式
会
杜
川
崎
造
船
所
に
入
社
し
、

葺
合
工
場
製
鋼
課
に
配
属
さ
れ
た
鉄
鋼
技
術
者
で
あ
っ
た
。
入
社

後
は
葺
合
工
場
に
お
い
て
、
け
い
素
鋼
板
の
製
造
を
臼
鉄
八
幡
製

鉄
所
に
つ
い
で
手
が
け
、
ま
た
同
工
場
の
一
－
七
号
平
炉
を
改
造

し
、
八
・
九
号
炉
を
建
設
す
る
な
ど
現
場
の
技
術
者
と
し
て
そ
の

経
験
と
技
術
を
蓄
横
し
て
い
っ
た
。
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
、
そ

の
平
炉
改
造
に
関
す
る
経
験
と
報
告
を
日
本
鉄
鋼
協
会
の
発
行
す

る
学
術
雑
誌
『
鉄
と
鋼
』
に
発
表
し
、
同
協
会
か
ら
鉄
鋼
技
術
者

に
贈
ら
れ
る
最
高
賞
服
部
賞
の
第
三
回
受
賞
者
と
な
っ
た
。
西
山

の
鉄
鋼
技
術
者
と
し
て
の
評
価
は
こ
の
段
階
で
定
ま
り
、
「
川
崎

の
西
山
、
平
炉
の
西
山
」
と
い
わ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
同
年
六

月
に
は
川
重
製
板
工
場
課
長
に
昇
進
し
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）

年
一
月
か
ら
海
外
の
鉄
鋼
業
視
察
を
目
的
と
し
た
欧
米
出
張
を
命

ぜ
ら
れ
、
帰
国
後
に
は
製
板
工
場
技
師
長
に
就
任
し
た
。
そ
の
後

393
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西
山
は
ド
イ
ツ
滞
在
中
に
調
査
し
た
ク
ル
ヅ
プ
社
の
レ
ン
法
に
よ

る
砂
鉄
製
錬
法
を
岩
手
県
久
慈
町
が
実
現
す
べ
く
久
慈
工
場
建
設

に
と
り
か
か
る
。
こ
う
し
た
技
術
者
と
し
て
の
充
分
な
蓄
積
を
稽

み
つ
つ
、
彼
は
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
六
月
製
板
工
場
所
長

に
就
任
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
川
崎
重
工
に
お
け
る
製
板
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

の
技
術
的
全
責
任
を
西
山
は
負
う
か
た
ち
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
六
月
に
西
山
は
川
崎
重
工

の
社
内
現
業
重
役
方
針
の
採
択
に
よ
り
、
川
重
製
板
部
門
の
代
表

者
と
し
て
川
重
取
締
役
に
就
任
し
、
技
術
者
と
し
て
ば
か
り
で
な

く
経
営
者
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
同
年

十
二
月
に
川
重
は
中
島
造
機
株
式
会
社
を
買
収
し
系
列
企
業
川
崎

造
機
株
式
会
社
と
改
名
、
そ
の
社
長
を
西
山
は
兼
任
し
て
い
る
。

図
3
は
一
九
四
三
年
段
階
の
川
重
職
制
表
で
あ
り
、
西
山
が
川
崎

正
蔵
の
孫
で
あ
る
川
崎
芳
熊
に
つ
い
で
年
少
と
は
い
え
製
板
部
門

の
現
場
を
統
轄
す
る
技
術
者
重
役
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ

う
。
ま
た
、
前
掲
の
図
2
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
　
一
九
四
五
（
昭

和
二
〇
）
年
に
は
西
山
は
川
重
の
製
鉄
関
連
部
門
の
全
責
任
を
負

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
西
山
が
戦
中
か
ら
取
締
役
に
つ
い
て
い
た

こ
と
は
、
G
H
9
の
経
済
人
追
放
令
の
「
長
期
間
役
職
に
あ
っ

た
」
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
が
、
結
局
追
放
さ
れ
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

た
理
由
は
、
「
単
に
技
術
者
と
し
て
活
躍
し
た
だ
げ
で
あ
っ
た
」

た
め
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
技
術
者
と
経
営
者
の
経
歴
を

も
っ
て
西
山
は
戦
後
の
五
取
締
役
合
議
制
に
参
加
し
、
川
重
再
建

に
あ
た
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
西
山
弥
太
郎
は
戦
後

の
新
人
経
営
者
と
い
う
よ
り
は
、
戦
中
に
充
分
な
技
術
的
・
経
営

的
蓄
積
を
行
っ
て
い
た
技
術
者
・
経
営
者
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で

戦
中
の
経
営
資
源
の
連
続
性
を
背
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
同
社
の
再
建
計
画
の
議
論
の
中
で
、
西
山
は
製
鉄
部
門

の
分
離
独
立
を
主
張
し
、
手
塚
が
一
本
化
に
よ
る
再
建
案
を
主
張

し
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
こ
の
対
立
の
中
で
、
そ
の
一
時

的
打
開
案
。
と
し
て
西
山
社
長
、
手
塚
副
社
長
に
よ
る
一
本
化
が
提

示
さ
れ
た
が
西
山
は
、
「
製
鉄
業
と
造
船
業
は
本
質
的
に
両
立
し

な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
手
塚
さ
ん
に
造
船
社
長
を
や
っ
て
も
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

い
、
自
分
は
あ
く
ま
で
も
製
鉄
を
や
る
」
と
強
く
固
辞
し
て
製
鉄

部
門
の
分
離
独
立
を
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。
西
山
が
分
離
独
立

案
を
強
硬
に
主
張
し
た
理
由
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
川
崎
重
工
が
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
八
月
政
府
に
捉
出
し

た
企
業
再
建
整
備
法
に
よ
る
整
備
計
画
認
可
申
請
書
に
は
、
同
社

が
製
鉄
部
門
を
分
離
し
て
第
二
会
社
を
設
立
す
る
理
由
と
し
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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「
当
社
は
造
船
業
お
よ
び
製
鉄
業
を
営
ん
で
い
る
の
で
あ
る

　
が
、
現
在
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
業
種
間
に
ほ
と
ん
ど
関
連
性

　
は
な
く
、
む
し
ろ
両
部
門
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
の
経
営
責
任
を
確

　
然
と
区
別
し
て
相
互
依
存
の
観
念
を
払
拭
し
、
独
自
の
ス
ペ
シ

　
ャ
リ
テ
ィ
を
最
高
度
に
発
揮
す
る
の
が
、
今
後
の
わ
が
国
経
済

　
下
の
経
営
の
あ
り
方
と
し
て
、
最
も
正
し
い
と
考
え
る
。
ま
た
、

　
資
材
の
調
達
に
つ
い
て
も
、
総
合
経
営
に
お
け
る
自
給
自
足
の

　
観
念
を
揚
棄
し
て
、
各
個
経
営
が
広
く
一
般
の
供
給
に
よ
り
有

　
利
な
る
調
達
を
な
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
造
船
事
業
は
、
当

　
社
創
業
以
来
の
基
本
事
業
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
存
続
会
社
に

　
て
継
承
し
、
製
鉄
事
業
部
門
を
第
二
会
社
と
し
て
分
離
発
足
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

　
し
む
る
こ
と
と
す
る
」

　
こ
の
一
文
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
造
船
部
門
と
製
鉄
事
業
部

門
の
相
互
依
存
性
を
排
し
て
、
各
個
の
経
営
責
任
を
明
確
に
し
た

う
え
で
、
そ
れ
ま
で
の
内
部
取
引
か
ら
、
「
一
般
の
供
給
に
よ
り
有

利
な
る
調
達
」
、
す
な
わ
ち
市
場
を
通
じ
た
外
部
取
引
に
よ
っ
て

そ
の
効
率
性
を
は
か
る
こ
と
を
分
離
案
の
基
本
的
骨
子
と
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
G
H
9
の
一
連
の
戦
後
経
済
改
革
は
基
本

酌
に
戦
前
．
戦
中
の
統
制
経
済
・
狽
占
資
本
を
排
除
し
、
日
本
経

済
に
価
格
機
構
（
そ
れ
は
ま
さ
に
市
場
で
あ
っ
た
）
の
復
活
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
占
〕

た
ら
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
価
椿
機
構
の
復
活
こ
そ

戦
後
鉄
鋼
業
に
お
け
る
戦
中
戦
後
を
分
断
す
る
重
要
な
非
連
続
性

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
市
場
の
効
率
性
を
重
視
し
た
川

崎
製
鉄
の
分
離
独
立
案
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
経
済
環
境
の
変
化

に
明
敏
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
分

．
離
独
立
の
背
景
に
は
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
頃
よ
り
造
船

部
門
と
製
鉄
部
門
に
は
大
き
な
収
益
差
が
あ
り
、
製
鉄
部
門
の
黒

字
で
造
船
部
門
の
赤
字
を
補
う
と
い
っ
た
事
態
が
続
い
て
お
り
、

こ
う
し
た
問
題
も
製
鉄
部
門
の
分
離
を
促
進
し
て
い
た
こ
と
は
間

違
い
あ
る
ま
い
。
事
実
、
川
重
が
特
別
経
理
会
社
に
指
定
さ
れ
て

い
た
四
六
年
か
ら
一
九
五
〇
年
の
利
益
金
四
億
七
七
八
万
円
は
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

鉄
部
門
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
川
鉄
の
分
離
独

立
は
こ
う
し
た
現
実
的
な
収
益
差
よ
り
も
、
む
し
ろ
戦
後
の
経
済

環
境
の
変
化
に
ど
う
対
処
す
る
か
と
い
っ
た
造
船
部
門
代
表
の
手

塚
取
締
役
と
西
山
の
経
営
構
想
力
の
違
い
に
あ
っ
た
と
筆
者
は
考

え
て
い
る
。
具
体
的
に
い
え
ぱ
、
戦
中
川
崎
重
工
艦
船
工
場
は
海

軍
の
要
請
に
よ
り
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
大
阪
府
泉
州
に
泉

州
工
場
を
開
設
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
に
至
り
そ
の
立
地
条
件
等

か
ら
手
塚
取
締
役
の
主
導
下
で
川
重
造
船
部
門
は
一
九
四
八
年
同
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工
場
の
閉
鎖
を
決
定
し
た
。
こ
う
し
た
造
船
都
門
の
縮
小
計
画
は
、

西
山
の
戦
後
の
変
化
を
前
向
き
に
う
け
と
め
戦
中
の
蓄
積
を
思
う

存
分
発
揮
し
た
い
セ
い
う
企
業
者
精
神
と
全
く
相
対
立
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
そ
れ
で
泉
州
の
工
場
な
ん
か
み
な
撤
収

し
て
、
せ
っ
か
く
あ
そ
こ
に
造
船
所
が
あ
っ
た
の
を
撤
収
し
て
し

ま
っ
て
や
め
ち
ゃ
ウ
た
ん
だ
も
の
。
だ
か
ら
、
あ
あ
い
う
考
え
方

と
西
山
社
長
の
も
の
の
考
え
方
は
全
然
違
っ
て
お
っ
た
わ
け
で
す
。

片
方
．
（
造
船
部
門
n
米
倉
注
）
は
小
さ
く
な
っ
て
こ
じ
ん
ま
り
や

ろ
う
、
片
方
（
製
鉄
部
門
1
－
同
）
は
伸
ぴ
て
や
っ
て
い
こ
う
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

う
も
の
と
全
然
恩
想
的
に
合
い
や
し
な
い
」
と
い
う
当
時
を
回
想

し
た
川
鉄
重
役
の
菱
言
に
集
約
さ
れ
て
い
よ
う
。
で
は
、
次
に
具

体
的
な
経
済
環
境
変
化
と
西
山
の
戦
後
鉄
鋼
業
に
対
す
る
経
営
構

想
カ
を
考
察
し
て
い
こ
う
。

　
㈹
　
川
崎
製
鉄
の
独
立
と
千
葉
工
場
建
設

　
　
　
（
戦
後
の
非
連
続
性
へ
の
対
応
）

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
終
戦
後
の
日
本
鉄
鋼
業
の
存
続
に
関
す
る

予
測
は
必
ず
し
も
明
る
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
軍
需
と

い
う
鉄
鋼
業
最
大
の
需
要
先
を
失
い
、
資
源
も
全
く
も
た
な
い
目

本
に
お
い
て
本
椿
的
鉄
鋼
業
が
世
界
市
場
の
中
で
存
続
し
う
る
の

か
と
い
う
疑
問
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
西
山
弥
太

郎
は
鉄
の
将
来
に
対
し
決
し
て
悲
観
的
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
「
や
が
て
、
鉄
は
木
材
よ
り
も
安
く
な
る
。
い
や
安
く
し
て

　
み
せ
る
。
材
木
を
つ
く
る
に
は
何
十
年
か
か
る
け
れ
ど
も
、
鉄

　
は
い
つ
で
も
で
き
る
。
ま
た
、
　
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
材
木
は
で

　
き
な
い
が
、
鉄
な
ら
、
そ
ん
な
も
の
は
簡
単
に
で
き
る
。
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

　
に
、
木
造
の
家
よ
り
も
鉄
の
家
の
方
が
多
く
な
る
よ
」
。

　
こ
う
し
た
西
山
の
基
礎
素
材
と
し
て
の
鉄
に
対
す
る
信
念
は
、

鉄
と
い
う
も
の
を
熟
知
し
た
技
術
者
と
し
て
の
自
信
か
ら
生
ま
れ

で
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
鉄
鋼
業
の
中
心
が
軍
需
か
ら
民
需
へ

移
行
し
よ
う
と
も
、
鉄
の
必
要
性
．
有
益
性
に
つ
い
て
い
さ
さ

か
の
疑
間
を
も
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
こ
の
信
念
は
終

戦
と
い
う
新
し
い
状
況
下
で
新
た
な
企
業
家
精
神
を
高
揚
さ
せ

た
。

　
「
日
本
の
鉄
鋼
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
欧
州
式
の
小
規
模
生
産

方
式
か
ら
、
米
国
式
大
量
生
産
方
式
に
切
り
か
え
、
コ
ス
ト
．

ダ
ゥ
ン
を
は
か
り
、
国
際
競
争
カ
を
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
。
大
規
模
生
産
を
行
う
に
は
、
溶
鉱
炉
を
も
つ
銑
鋼
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

貫
製
鉄
所
の
建
設
が
必
要
だ
」

こ
れ
は
西
山
が
終
戦
直
後
に
製
鉄
所
幹
部
に
語
っ
た
こ
と
ぱ
だ
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と
い
う
。
彼
は
敗
戦
の
最
中
に
あ
っ
て
、
銑
鉄
や
輸
入
層
鉄
（
ス

ク
ラ
ヅ
プ
）
に
依
存
す
る
平
炉
メ
ー
力
ー
か
ら
銑
鋼
一
貫
体
制
の

大
規
模
製
鉄
メ
ー
力
1
へ
の
飛
躍
を
計
画
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
彼
の
こ
う
し
た
一
貫
メ
ー
力
1
へ
の
飛
躍
は
戦
後
突
然

に
想
起
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
戦
中
の
技
術
者
・
経
営
者
と
し

て
の
蓄
積
の
中
か
ら
確
固
た
る
信
念
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
も
の

で
あ
っ
た
。

　
戦
前
戦
中
の
川
重
製
鉄
部
門
は
主
と
し
て
米
国
か
ら
の
輸
入
屑

鉄
に
加
え
て
日
本
製
鉄
株
式
会
社
（
以
下
、
日
鉄
と
略
す
）
か
ら

供
給
さ
れ
る
銑
鉄
を
購
入
し
て
平
炉
で
の
製
鋼
を
行
う
、
い
わ
ゆ

る
「
単
独
平
炉
メ
ー
力
1
」
で
あ
っ
た
。
西
山
が
こ
の
平
炉
技
術

に
関
し
て
優
れ
た
技
術
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
し
か

し
、
そ
の
部
門
で
い
か
木
優
れ
た
技
術
を
も
っ
て
い
て
も
戦
中
に

な
っ
て
米
国
か
ら
の
良
質
な
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
輸
入
が
途
絶
し
、
日

鉄
の
銑
鉄
供
給
も
質
量
と
も
に
不
足
し
て
く
れ
ぱ
平
炉
メ
ー
力
1

で
は
打
開
し
よ
う
の
な
い
状
態
に
追
い
こ
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。

当
時
の
製
鋼
部
長
（
後
の
川
鉄
取
締
役
）
は
こ
の
点
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
一
番
社
長
（
西
山
1
－
米
倉
注
）
が
痛
切
に
わ
れ
わ
れ
に
申

　
さ
れ
て
お
っ
た
こ
と
は
、
溶
鉱
炉
を
も
た
な
い
情
な
さ
と
い
う

ん
か
、
哀
れ
さ
と
い
う
ん
か
、
そ
う
い
う
面
を
社
長
は
常
に
お

っ
し
ゃ
ウ
て
お
っ
た
ん
で
す
が
。
と
い
う
こ
と
は
、
結
局
葺
合

工
場
で
単
独
平
炉
で
や
っ
と
っ
た
場
合
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
非

常
に
安
く
、
非
常
に
い
い
ス
ク
ラ
ヅ
プ
を
し
か
も
そ
の
当
時
は

特
級
品
ぱ
か
り
社
長
は
お
買
い
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
よ
。

そ
し
て
、
二
級
に
属
す
る
よ
う
な
も
の
は
ほ
か
の
会
社
が
み
ん

な
買
い
よ
っ
た
わ
け
で
す
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
。
そ
し
て
銑
鉄
を
、

そ
の
時
分
、
私
が
覚
え
て
お
り
ま
す
の
は
少
な
い
と
き
は
も
う

二
〇
％
か
二
五
％
で
す
ね
、
配
合
す
れ
ぱ
、
レ
ー
ル
く
ず
と
か

い
ろ
ん
な
い
い
ス
ク
ラ
ヅ
プ
が
あ
る
も
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
溶

か
せ
ぱ
鋼
に
な
る
ん
で
す
よ
。
－
…
・
（
中
略
）
・
…
：
。
そ
れ
で

非
常
に
悲
哀
な
わ
れ
わ
れ
の
状
態
が
起
き
て
き
た
の
は
、
戦
時

中
又
ク
ラ
ヅ
プ
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ト
ヅ
プ
に
な
っ
た
で
し
ょ

う
。
そ
う
す
る
と
銑
鉄
を
八
○
％
も
使
っ
て
つ
く
ら
に
ゃ
な
ら

な
い
と
い
う
ふ
う
な
単
独
平
炉
で
や
り
ま
す
と
、
も
う
ス
ラ
グ

は
ふ
く
れ
て
、
い
ま
ま
で
や
っ
て
お
っ
た
三
倍
も
時
間
が
そ
れ

に
か
か
っ
て
、
と
て
も
鋼
を
つ
く
っ
て
も
い
い
鋼
が
で
き
な
い

し
、
作
業
自
体
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
い
う
極
端
で
す
け
れ
ど

も
、
非
常
な
窮
地
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
で
す
ね
。
し
か
し
、
そ

の
前
か
ら
社
長
は
何
と
し
て
も
や
は
り
溶
鉱
炉
を
も
っ
た
製
鉄

39？
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(~it~: 1,000t) 

m~~1 30 (1955) ~ ~~l~Q 35 (1960) ~~ E~i~Q 40 (1965) ~p B~l~1 45 (1970) ~p 

■

1．659 （31．8） 3．732 （31．O） 6，ア58 （24．2） 30，369 （44．O）

■

■ 1．785
（34．6） 3，306 （27．4） 6，851 （24．5）

953 （18．1） 1122 （14．3） 3，750 （13．4） 11，032 （16．0）

■ 331 （6．3） 1，065 （8．9） 3，788 （13．6） 9，901 （14－3）

145 （2，8） 605 （5．0） 3．471 （12．4） 9，215 （13．4）

163 （3．1） 993 （8．2） 1．756 （6．3） 5，035 （7．3）

222 （4．2） 629 （5－2） 1，557 （5－6） 3，4ア6 （5－O）

■
5．257 （100．0） 12’052 （100．0） 27．g30 （100－O） 69，023 （100．O）

2，361 （24．1） 5，206 （22．5） 7，748 （18．8） 32j982 （35．9）

！
■
1，886 （19．3） 3’683 （15．9） 7，169 （17．4）

■ 1，201 （12．3） 2，346 （10．1） 4，265 （10－3） 12I698 （13．7）

，
■
805 （8．2） 2I070 （8．9） 4，348 （10．5） 10，948 （11．8）

623 （6．4） 1，349 （5．8） 4，184 （10ユ） 11I073 （12．O）

5ユ4 （5．2） ユ，482 （6．4） 2，436 （5．9） 5】05ユ （5．5）

2，401 （24．5） 7，025 （30－4） 11I146 （27．1） 19．654 （21．3）

9，791 （100，O） 23，161 （100．O） 41，296 （100．O） 92．406 （100－0）

1，584 （22．1） 3．778 （22．5） 6．194 （19－9） 24．380 （36．2）

1，156 （16．1） 2，789 （16．6） 5．374 （17．2）

799 （11．1） 1，645 （9，8） 3．015 （9．6） 9，467 （14．1）

590 （8．2） 1，469 （8．7） 3〃0 （11．1） 8，462 （12．6）

413 （5．8） 923 （5．5） 2．895 （9．3） 7，336 （10．8）

337 （4．ア） 845 （5．O） 1，479 （4．7） 2．517 （3．8）

2，299 （32．1） 5I428 （32．3） 9，077 （29．ユ） 15，10ア （22．4）

7，174 （100，0） 16，81ア （100．0） 31．2611 （100．0） 67I269 （100．O）
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（81）　戦後日本鉄鋼業における川崎製鉄の革新性

表1主要6社
昭和25（1950）年昭和20（1945）年昭和15（1940）年

1鉄／鯉 2，582 （73．5） 837 （85．7） 787 （35．2）

銑 900 （40．3）

鋼 管 583 （16．6） 72 （7．3） 453

鉄
（20．3）

川 鉄 一 ■ ■ 一 ■ ’

高 住 金 ‘ ■ ■ ■ 一 ‘
神 鋼 一 ■ ’ ■ ’ ’

炉 その他 34ア （9．9） 68 （7．O） 93
①

（4．2）

金 国 3，512 （100．0） 9η （100．0） 2，233 （100．O）

1鉄／鯉 3，010 （43．9） 1，021 （52．0） 1，466 （30．3）

粗
868 （17．9）

鋼 管 953 （13．9） 91 （4．6） 658 （13．6）

川 鉄 373 （5．4） 74 （3．8） 437 （9－0）

住 金 198 （2．9） 41 （2．1） 209 （4．3）

神 鋼 261 （3．8） 23 （1．2） 276 （5．7）

鋼 その他 2，060 （30．O） 7ユ3 （36．3） 925 （19．1）

全 国 6，858 （100．0） 1，962 （100．O） 4，839 （100．O）

1鉄／㌶ 21086 （46－1） 599 （66．7）

普

通 鋼 管 684 （15．4） 85 （9．5）

圧 川 鉄 232 （5．1） 24 （2．7）

廷 住 金 74 （1．6） 26 （2．9）

鋼 神 鋼 182 （4．0） 9 （1．O）
材 その他 ユ。264 （130．O） 155
②

（17，3）

金 国 4，522 （100．O） 898 （100．0）

出所：繭工省・通産省r製鉄棄参考質料」各年版・r日鉄社史」・各社営棄報舎書・有価証券報告聾等よo作成。

備考：①昭和20年までの外地生産商は除い一〔ある。30年以後の神榊こは尼崎製鉄を含む。

　　　　②昭和15，20年は鍛鋳鋼を除く普通圧延鋼材，昭和30年以後は普通鋼熱間圧延鋼材。

を
退
官
し
て
い
た
鵜
瀞

新
伍
に
そ
の
設
計
を
頼

ん
で
い
た
。
し
か
し
、

戦
局
の
混
乱
と
知
多
の

地
盤
条
件
の
不
備
か
ら

こ
の
計
画
は
実
現
さ
れ

る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
＾
u
）

す
な
わ
ち
、
西
山
は
優

秀
な
技
術
者
故
に
単
独

平
炉
の
眼
界
を
見
極
め

新
た
な
事
業
展
開
の
必

要
性
を
早
く
か
ら
認
識

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
敗
戦
後
、
G

H
9
か
ら
も
た
ら
さ
れ

た
経
済
改
革
は
統
制
一

色
で
あ
っ
た
鉄
鋼
業
界

に
個
格
機
構
を
復
活
さ

せ
る
と
い
う
一
大
変
革

を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ

399



（82）第3号第90巻橋論叢

主要6社の生産シェア推移4図
l940 l945 1950 1955 1960 

(B~20) 
1965 

(E~15) (E~25) 
1970 

(B~30) ( Qz~35 ) ( E~40) (HZ'*45) 

~~~ 
J~tp~i 

(35.2) 
(31 .8) (31.0) (24.2) 

(73.5) (85.7) 
~rrB~k 
(44,0) 

(27.4) 
(24.5) 

)
 ~~ 

(34.6) 

(13.4) (16.0) 
50~ 

(40.3) 
(14.3) 

(18.1) 
(13.6) (14.3) 

~~l~~~.-~ (8.9) 
(16.6) (20.3) (4 2] l~_f~e(5 o) (12.4) (13.4) 

~e)~~ (9 9) 
(7.3) [4 2) Jll~~(6 3] ~'~~(8 2) 

7.0 
(6.3) 7.3 

(5.2) (5.6) o
 

69，023（千t）27，93012，0525，2572，2337793，512

…

八幡 （24．1〕 （22．5〕 （18，8〕

日鉄 （30．3） 新日鉄

143I9） （52．O） （35，7）

（19．3〕
（15．9） （17．4）

菌士

鋼管
（17，9） （lO．1） （lO．3） （13．7）

レ
13，9〕 ll。 （13．6）

（12，3）
（8．9〕 （1O．5） （11．8〕

50免

川釧5’i （8．2） ｛5．8）
（9．O〕

佳釧“〕 （6．4〕
（10．1）

て5．9〕

（12．0〕

螂．ヨ〕

u．3（5．7 ≡

その他
（5．5）

（30．0） 130〕
（36．3〕

（19．1〕 （24．5〕
（30，4）

（27．1） （2！．3）

6，856 1．963 4，839 9，791 23，161 41，296 92，406（千t．

八幡
（22．1〕

（22．5〕 （19．9）
新日鉄

目鉄
（46．1）

（36．2〕

（66．7） 富士
（16．1〕

（16．6〕 （17．2）

囲舌“11〕
（9．8〕 （9．6〕

鋼管
114．1）

一
｛15．1〕 ｛8．2〕 （8．7〕 （11．1〕

川
50％

（5．8） 5．5〕 ｛9．3〕 （12．6〕
｛5．o〕

（9．5） ｛4．7 王一i

一
O．9

その他 神鋼
（30．O〕 （32，1） （32．3）

（17．3）
（29，1） o．o （22．4）

銑
　
　
　
鉄

粗
　
　
鋼

普
通
圧
延
鋼
材

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

い千“26
7
，631，26116，8177，1748984，522

出所：表1より作成



（83）　戦後目本鉄鋼業における川崎製鉄の革新性

は
具
体
的
に
い
ウ
て
、
日
本
製
鉄
株
式
会
社
の
分
割
民
営
化
で
あ

っ
た
。

　
日
本
製
鉄
株
式
会
社
は
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
官
営
八
幡

製
鉄
所
を
中
心
に
三
井
・
三
菱
を
は
じ
め
と
す
る
民
間
鉄
鋼
会
社

十
一
社
の
大
合
同
を
目
指
す
国
家
カ
ル
テ
ル
法
に
日
本
製
鉄
株
式

会
社
法
案
（
一
九
三
三
年
成
立
）
の
も
と
で
成
立
し
た
半
官
半
民

の
鉄
鋼
企
業
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
合
同
直
前
に
景
気
が
回
服
し
た

こ
と
と
、
合
同
に
お
け
る
資
産
評
価
に
対
す
る
不
満
等
か
ら
、
合

同
に
参
加
し
た
の
は
当
初
予
想
さ
れ
て
い
た
十
一
社
（
東
洋
製
鉄
、

九
州
製
鋼
、
輸
西
製
鉄
、
釜
石
鉱
山
、
三
菱
製
鉄
、
宮
士
製
鋼
、

東
海
鋼
業
、
大
阪
製
鉄
、
小
倉
製
鋼
、
浅
野
造
船
製
鉄
所
、
日
本
鋼

管
各
株
式
会
社
）
の
う
ち
、
輸
西
製
鉄
、
釜
石
鉱
山
、
三
菱
製
鉄
、

宮
士
製
鋼
、
お
よ
び
九
州
製
鋼
の
五
社
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

て
成
立
し
た
日
鉄
の
公
称
資
本
金
は
三
億
四
、
五
九
四
万
円
、
そ
の

シ
ェ
ア
は
銑
鉄
九
六
％
、
鋼
材
四
四
％
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
東

洋
製
鉄
株
式
会
杜
は
同
年
三
月
、
犬
阪
製
鉄
株
式
会
社
は
二
年
後

の
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
に
遅
れ
て
合
同
に
参
加
し
て
い
る
。

日
鉄
は
日
鉄
法
の
も
と
に
成
立
し
、
同
法
に
お
い
て
政
府
出
資
比

率
が
総
資
本
の
二
分
の
一
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た

官
営
八
幡
製
鉄
所
の
圧
倒
的
指
導
カ
と
い
う
点
か
ら
、
同
社
は
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
）

一
官
半
氏
と
い
■
っ
て
も
ま
さ
に
国
家
主
導
の
カ
ル
テ
ル
で
あ
っ
た
。

表
1
お
よ
び
図
4
は
日
鉄
（
分
割
後
の
八
幡
・
富
士
製
鉄
株
式
会

祉
）
と
日
本
鋼
管
、
川
崎
製
鉄
（
戦
前
は
川
崎
重
工
）
、
佳
友
金

属
工
業
、
神
戸
製
鋼
所
各
株
式
会
社
の
銑
鉄
、
鋼
材
、
圧
延
鋼
材

　
の
戦
中
一
戦
後
の
シ
ェ
ア
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か

ら
い
え
る
こ
と
は
、
戦
中
に
お
け
る
日
鉄
の
圧
倒
的
地
位
で
あ
る
。

特
に
銑
鉄
に
お
い
て
は
日
鉄
が
七
三
・
五
－
八
五
・
七
％
を
独
占
し

　
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
日
鉄
は
国
家
主
導
カ
ル
テ
ル

　
で
あ
り
、
日
鉄
法
に
お
い
て
「
低
廉
な
る
鉄
鋼
の
供
給
」
が
そ
の

使
命
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
、
国
内
に
お
い
て
と
く
に
銑

鉄
供
給
能
カ
に
お
い
て
強
大
な
市
場
占
有
率
を
も
っ
て
い
て
も
単

に
独
占
利
潤
を
追
求
す
る
こ
と
を
制
限
さ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、

戦
中
の
戦
争
遂
行
そ
の
た
め
の
民
間
鉄
鋼
業
保
護
育
成
と
い
う
特

殊
事
情
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
こ
の
日
鉄
法
や
銑
鉄
補
償
金
制
度
に

よ
っ
て
民
間
の
平
炉
メ
ー
力
ー
は
銑
鉄
の
安
定
的
供
給
を
う
け
る

　
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
後
の
G
H
9
に
よ
る
日

鉄
の
分
割
民
営
化
方
針
は
旧
日
鉄
関
係
者
自
身
の
危
機
感
と
は
全

く
違
っ
た
危
機
感
を
民
間
企
業
に
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ

は
、
国
家
に
よ
っ
て
「
民
業
を
圧
迫
し
な
い
」
と
規
制
さ
れ
て
い

た
日
鉄
が
八
幡
・
宮
士
と
い
う
純
氏
営
企
業
に
分
割
さ
れ
る
と
い
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一橋論叢　第90巻　第3号　（84）

表2川崎製鉄の人材収集

氏名入社年月掴当役職前
浅輪三郊1950．1O千葉工場長　取締役（1951）東大（冶）昭和製鋼所銑鉄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部長・満州製鉄理事
黒田幸治1950．12千葉工機部長　　　　　　　　東大（機）昭和製鋼所

原同ヨ静雄1950．12千葉製銑部長　　　　　　東大（冶）昭和製鋼所

塩　　　僧1950．12本社原料都長　取締役（1963）東大（法）昭和製鋼所

永石六雄1950、工2千葉企画窒副　　　　　　　明犬（専）昭和製鋼所
　　　　　　　　部長
　　　　　　　　本社技術部長
軽部孝治1950．12千葉設計部長　　　　　　仙台高専昭和製鋼所
岡村琢三1950．11千葉骸炭都長　　　　　　　　犬阪高工　北京石景山製鉄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所

海　上野長三郎1950・10営繕部長兼千　取締役（1959）京大（土）高尾海軍施設都
軍　　　　　　　　　　葉工建部担当　　　　　　　長・海軍大佐

　谷口光平1949．10知多工場・技取締役（1950）東大（冶）日鉄八幡製鉄所
圓　　　　　　　　　　　術担当取締役　　　　　　　　ロール課長

　藤井栄次郎1951．1千葉動カ部長　　　　　　　明大（専）日鉄広畑製鉄所

　　中村春三1951．1千葉銑鉄部長　　　　　　　不詳　目鉄広畑製鉄所製銑
鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　部

通　犬原久之194＆6東京支店長　　取締役（1950）東北大（金）商工省→八幡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製鉄所→東京商工局鉱山部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長産
　　山地八郎1953．　東京支店長代取締役（1955）東大（政）東京通産周長。
省　　　　　　　　理　　　　　　　　　　資源庁長官

銀

　　岡田貢動ユ953．10財務部長
行

大森尚則1953・10取締役会長　取締役会長東大第一銀行常務取締役
（1953）

常務取締役不詳第一銀行兜町支店長
（1955）

　出所1『川崎製鉄鳩年史』、『鉄鋼巨人伝西山弥太郎』等より作成。

合の機はるで属友重くたと平い業炉重単がう
企部械製と国工金でも。な炉銑にL’独下こ
業門・鉄い内業属あつこるの鉄な三住平がと
でを伸都うの）工つ状のと死占る社金炉るで
あ併鋼門特鋼は業た況危い命有ぱ）’会と’
つ有軽の色管日（とに機うを率かに神社は相
たす金ほが市本当いあ感危制をりと鋼（い対
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（85）　戦後日本鉄鋼業における川崎製鉄の革新性

し
て
川
重
の
主
カ
は
鋼
板
で
あ
り
、
戦
後
の
世
界
市
場
と
く
に
米

国
の
ス
ト
リ
ソ
プ
・
ミ
ル
と
い
う
技
術
革
新
に
比
し
て
、
最
も
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
）

備
の
近
代
化
と
競
争
カ
強
化
を
追
ら
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。
ま
さ

に
、
G
H
9
の
意
図
し
た
価
格
機
構
1
1
市
場
の
復
活
へ
の
早
急
な

対
応
を
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
戦
後
の
鉄
鋼
業
界
の
変
化
、
技
術
者
西
山
弥
太
郎
の

単
独
平
炉
に
対
す
る
隈
界
性
の
認
知
、
そ
し
て
鉄
の
将
来
に
対
す

る
確
信
、
そ
う
し
た
も
の
が
一
体
と
な
っ
て
川
崎
製
鉄
の
独
立

（
そ
し
て
そ
の
背
後
に
は
銑
鋼
一
貫
メ
ー
カ
ー
へ
の
進
出
）
と
い

う
主
張
に
結
び
つ
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
八
月
、
川
崎
製
鉄
株
式
会
社
が
正

式
に
発
足
す
る
と
西
山
は
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
一
貫
工
場
し
か
も

最
新
設
備
を
充
足
し
う
る
に
充
分
な
敷
地
を
物
色
し
は
じ
め
、
同

年
九
月
に
は
防
長
新
聞
に
川
鉄
の
一
貫
製
鉄
所
建
設
計
画
が
ス
ク

ー
プ
さ
れ
、
十
一
月
に
は
通
産
大
臣
に
千
葉
に
お
け
る
一
貫
工
場

の
建
設
計
画
と
資
金
調
達
に
つ
い
て
の
串
請
書
が
提
出
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
間
的
経
過
か
ら
い
っ
て
も
、
同
社

の
一
貫
メ
ー
力
－
進
出
が
同
年
六
月
に
勃
発
し
た
朝
鮮
動
乱
を
契

機
と
し
た
思
い
つ
き
的
な
計
画
で
は
な
く
、
戦
申
か
ら
周
到
に
計

画
さ
れ
た
進
出
で
あ
ツ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
考
察
し
て
み
よ
う
。

こ
の
周
到
さ

　
㈹
　
戦
中
の
技
術
蓄
穣
の
収
集

　
千
葉
銑
鋼
一
貫
製
鉄
工
場
建
設
に
あ
た
っ
て
、
西
山
に
な
い
も

の
が
二
つ
あ
る
と
い
わ
れ
た
。
「
一
つ
は
カ
ネ
、
一
つ
は
高
炉
技

術
陣
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
高
炉
（
製
銑
）
技
術
陣
を
中
心
と

し
た
西
山
の
対
応
を
追
っ
て
み
よ
う
。

　
表
2
は
、
西
山
が
川
崎
製
鉄
の
分
離
独
立
前
後
に
集
積
し
た
主

要
な
人
材
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
と
く
に
重
要
な
の
は
旧
株
式
会
社

昭
和
製
鋼
所
関
係
者
で
あ
る
。
昭
和
製
鋼
所
は
一
九
二
九
（
昭
和

四
）
年
、
南
満
州
鉄
道
（
満
鉄
）
傘
下
で
中
国
に
お
け
る
銑
鋼
一

貫
体
制
実
現
の
た
め
設
立
さ
れ
た
襲
鉄
所
で
あ
り
、
一
九
三
一
年

に
は
満
州
国
政
府
の
国
策
会
社
（
特
殊
会
社
）
と
な
っ
た
。
表
2

の
浅
輸
三
郎
は
西
山
の
東
大
冶
金
学
科
時
代
の
一
年
後
輩
で
あ
り
、

満
鉄
入
社
後
に
昭
和
製
鋼
所
に
移
り
同
所
銑
鉄
部
長
を
勤
め
、
一

九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
に
同
所
を
中
心
に
満
州
製
鉄
が
設
立
さ

れ
る
と
同
社
理
事
に
就
任
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
戦
中
に

充
分
な
技
術
蓄
積
を
し
た
高
炉
技
術
の
専
門
家
で
あ
り
、
西
山
は

引
揚
げ
後
の
彼
を
千
葉
工
場
長
と
し
て
迎
え
、
川
鉄
取
締
役
に
据
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え
て
い
る
。
こ
の
浅
輸
を
筆
頭
に
多
く
の
旧
昭
和
製
鋼
所
高
炉
技

術
者
が
川
鉄
に
入
社
し
、
千
葉
工
場
の
製
銑
主
要
部
門
に
配
属
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
重
要
な
の
は
、
千
葉
工
場
建
設
に
お
け
る
埋
め
立
て
を
中

心
と
し
た
土
建
部
門
を
担
当
し
た
上
野
長
三
郎
の
入
社
で
あ
る
。

川
鉄
の
千
葉
工
場
は
最
新
の
臨
海
製
鉄
所
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
そ

の
埋
め
立
て
に
よ
る
立
地
は
レ
イ
ア
ウ
ト
の
点
に
お
い
て
も
コ
ス

ト
の
点
に
お
い
て
も
臨
海
工
場
建
設
の
先
駆
と
な
っ
た
。
そ
の
埋

め
立
て
の
総
責
任
者
が
上
野
で
あ
っ
た
。
上
野
は
、
一
九
二
四

（
大
正
十
三
）
年
に
京
大
土
木
科
を
卒
業
後
束
京
市
港
湾
局
技
師

と
な
っ
．
た
。
そ
の
後
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
海
軍
に
招
聰
さ

れ
海
軍
技
官
と
な
り
、
横
須
賀
鎮
守
府
に
一
年
間
在
籍
し
て
東
京

湾
を
調
査
し
、
翌
年
に
は
海
軍
の
台
湾
に
お
け
る
前
進
基
地
建
設

の
た
め
に
高
雄
海
軍
施
設
部
長
（
海
軍
大
佐
）
に
ま
で
な
っ
た
港

　
　
　
　
　
　
　
　
　
£
）

湾
技
術
の
専
門
家
で
あ
っ
た
。
彼
も
戦
中
に
、
と
く
に
海
軍
最
高

の
港
湾
技
術
者
と
し
て
充
分
な
蓄
積
を
し
た
人
物
で
あ
り
、
し
か

も
「
東
京
湾
の
こ
と
を
全
部
知
っ
て
い
る
」
技
術
者
で
あ
っ
た
。

彼
は
西
山
か
ら
千
葉
工
場
建
設
計
画
を
相
談
さ
れ
た
当
時
を
回
想

し
て
、
「
そ
の
と
き
に
、
私
自
身
こ
れ
は
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
始

ま
る
な
と
思
っ
て
、
実
は
う
れ
し
く
な
っ
た
ん
で
す
よ
。
私
は
そ

の
と
き
に
し
が
な
い
土
建
屋
で
や
っ
て
い
た
わ
け
で
す
、
自
営
で
。

お
も
し
ろ
い
こ
と
を
や
る
な
。
そ
れ
で
千
葉
の
知
っ
て
る
隈
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
些
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

こ
と
を
私
は
説
明
し
た
わ
け
だ
L
、
と
述
べ
て
い
る
。
多
分
、
技
術

者
と
し
て
の
共
感
と
壮
犬
な
計
画
に
対
す
る
興
奮
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
技
術
者
重
役
の
特
性
の
一
つ
と
し
て
、
同
じ
会
社
あ
る
い
は
会

社
を
越
え
た
産
業
界
に
お
け
る
技
術
者
チ
ー
ム
の
組
織
者
で
あ
り
、
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壼
）

そ
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
う
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
．
い
る
。
，
そ
の
意

味
で
、
ま
さ
に
西
山
は
戦
前
に
蓄
積
さ
れ
た
技
術
お
よ
び
技
術
者

を
企
業
を
越
え
て
集
積
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
旧

昭
和
製
鋼
所
、
日
鉄
関
係
の
高
炉
技
術
陣
の
紹
介
に
関
し
て
、
日

鉄
技
術
陣
の
協
カ
も
西
山
の
も
つ
技
術
者
ネ
ソ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

も
の
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
東
大
冶
金
学

科
を
卒
業
し
、
官
営
八
幡
製
鉄
所
に
入
社
後
、
本
社
技
術
部
長
、

広
畑
製
鉄
所
技
師
長
、
終
戦
後
に
は
日
鉄
常
務
取
締
役
（
一
九
四

六
年
）
に
な
っ
た
山
岡
武
は
、
浅
輸
や
旧
日
鉄
社
員
の
藤
井
栄
次

郎
を
西
山
に
紹
介
し
た
ぱ
か
り
で
な
く
、
千
葉
工
場
建
設
計
画
め
．

会
議
に
参
加
す
る
な
ど
企
業
を
越
え
た
協
カ
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

東
京
通
産
局
長
か
ら
川
鉄
東
京
支
店
次
長
（
の
ち
に
取
締
役
）
に

な
っ
た
山
地
氏
は
、
こ
う
し
た
旧
日
鉄
・
八
幡
製
鉄
所
の
協
カ
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
忘
れ
て
い
か
ん
と
思
う
の
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は
、
案
外
第
一
人
者
で
あ
っ
た
八
幡
製
鉄
が
（
西
山
の
一
貫
化

計
画
に
つ
い
て
）
も
の
わ
か
り
が
良
か
っ
た
こ
と
で
す
な
。
八
幡

は
ま
あ
官
営
製
鉄
所
以
来
の
糟
神
が
や
っ
ぱ
り
残
っ
て
い
る
も
の

だ
か
ら
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
西
山
さ
ん
．
の
考
え
て
い
る
こ

と
は
決
し
て
お
か
し
く
な
い
ぞ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
な
。

湯
川
正
夫
（
当
時
八
幡
製
鉄
の
技
術
担
当
専
務
取
締
役
）
さ
ん
は

八
幡
の
技
術
の
最
高
責
任
者
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
方
が
八

幡
の
社
内
で
も
西
山
さ
ん
は
正
論
だ
と
、
八
幡
が
反
対
す
る
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
〕

が
な
い
と
い
わ
れ
た
よ
う
で
す
ね
L
。
こ
う
し
た
日
本
鉄
鋼
業
の

将
来
お
よ
び
技
術
向
上
を
命
題
と
す
る
企
業
を
越
え
た
技
術
者
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
8
〕

志
の
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
は
日
本
鉄
鋼
業
の
一
つ
の
特
色
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
五
月
、
西
山
は
浅
輪
を
団

長
に
表
2
の
岡
村
、
中
村
、
原
田
を
中
心
と
し
た
七
名
に
よ
る
海

外
鉄
鋼
視
察
団
を
編
成
し
、
一
民
間
企
業
と
し
て
は
戦
後
は
じ
め

て
の
技
術
視
察
団
を
欧
米
に
派
遣
し
た
。
彼
ら
は
米
国
を
中
心
に

最
新
設
備
を
視
察
し
、
帰
国
後
千
葉
工
場
に
そ
の
蓄
積
を
投
入
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
千
葉
工
場
建
設
費
は
、
最
終
的
に
ニ
ハ
三
億

円
・
か
ら
二
七
三
億
円
に
は
ね
上
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。

〕Vt
不
確
実
性
と
企
業
者
精
神

　
技
術
者
と
し
て
の
ネ
ツ
・
ト
ワ
i
ク
を
通
じ
て
、
西
山
は
高
炉
技

術
陣
を
収
集
し
え
た
が
、
残
る
は
資
金
の
間
題
で
あ
っ
た
。

　
　
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
十
一
月
に
通
産
省
に
提
出
さ
れ
た

新
製
鉄
所
建
設
計
画
案
（
粗
鋼
年
産
五
十
万
ト
ン
、
建
設
資
金
一

六
三
億
円
）
は
、
川
鉄
の
資
本
金
五
億
円
か
ら
し
て
過
大
で
あ
り
、

「
暴
虎
鰯
河
の
た
ぐ
い
」
、
〕
一
重
投
資
論
L
と
い
っ
た
猛
反
対
を

業
界
あ
る
い
は
経
済
界
か
ら
う
け
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
一
六
三
億
円
の
建
設
資
金
の
内
訳
は
、
政
府
見
返
り
資

金
八
O
億
円
（
四
九
・
一
％
）
、
社
債
三
一
億
円
（
一
九
・
○
％
）
、

市
中
銀
行
借
入
れ
一
Q
億
円
（
六
・
一
％
）
等
で
あ
っ
て
、
大
半

を
占
め
た
政
府
見
返
り
費
金
を
は
じ
め
と
し
て
大
半
が
予
想
さ
れ

る
借
入
金
が
中
心
で
あ
り
、
確
実
な
保
証
の
あ
る
資
金
源
は
な
か

っ
た
。
表
3
、
表
4
は
当
時
の
川
鉄
の
貸
借
対
照
表
と
損
益
お
よ

び
利
益
処
分
表
で
あ
る
。
貸
借
対
照
表
か
ら
い
え
ぱ
、
第
一
期
に

お
い
て
自
己
資
本
率
が
設
立
時
の
一
九
・
四
％
か
ら
四
四
・
九
％
へ

・
増
大
し
財
務
体
質
が
急
速
に
改
善
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
も
、
四
億
五
、
○
○
○
万
円
あ
っ
た
短
期
借
入
金
（
内
訳
は

補
絵
金
引
当
借
入
金
三
億
四
、
五
〇
〇
万
円
、
複
金
借
入
金
三
、
五

〇
〇
万
円
、
市
中
銀
行
借
入
金
七
、
○
○
○
万
円
）
が
、
第
一
期

に
は
一
、
六
〇
〇
万
円
に
ま
で
減
少
し
、
現
預
金
は
約
三
櫨
九
、
O

伽
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表3川崎製鉄貸借対照表 （単位千円〕

科　　　　　　　目

資産の部
流動資産
　当座資産
　　現金・預金

　　受敢手形・売掛金
　　その他の流動資産

　　貸倒引当金

　棚御資産
　　製品・半製品・仕掛品

　　原材料・貯蔵品

固定資産
　有形固定資産

　　建物・機械製置他

　　減価償却引当金

　　土　　　地
　　建設仮勘定

　無形固定資産

繰延資産
（資産合計）

負償・賞本の部

流動負債
　　支払手形・買掛金

　　短期借入金

　　その他の流動負債

固定負償
　　社　　　債

　　畏期借入金

引　当　金
（負債合計）

資　本　金

法定準備金

剰　余　金
（賢本合計）

（自己資未率）

（負債・資本合計）

受取手形割引高

設　立　時　第　ユ　期
（昭和25．8．7）（25．10－31）

第　2　期　第　3　期
（26．4．30）　（26．10－31）

4，674．173

2，405．742

3ア8．115

1，4ア4．319

553I308

2，268．431

1，206．553

1．0611878

206．965

206．578

89，688

24．056

92834

　387

4，881，138

3I931．872

1，987，ア74

450．000

1，494，098

3，931，872

500．000

449266

949，266

（i9．4％）

4，881，138

4，734．426

2，234．654

391．198

1I249．478

593，982

△

2，499．772

1，283．419

1，2ユ6，353

1，369，OOg

1，368．622

1，198，89ア

26，7ア2

38．725

157，η7

　387

6，103，435

3，165．596

1，780．442

　16．000
1，369，154

200I000

200．OOO

3，365，596

500000
1，528．670

709．169

2737839
（44．9％）

6，103，435

7，238．214

3，350．333

532．910

1，313．149

1，504，274

3，887．881

2，005．606

1，882，275

　1，630．260

　1，629．873

　1，448，899

△　　102．124

　　62．495

　220．603

　　　387

8，868，4ア4

4，984．301

2，060．035

　6．000
2，918，266

300．000

300，C00

5，284，301

500．000

1，520．574

1，563．599

3，584I173

（40．4％）

8．8681474

11，340．988

4，651．796

　852．687
2，103．620

1，695，489

6，689．192

3，627．ア56

3，061，436

　4，038．744

　4，038．038

　3，678，281

△275．444
　　71．266

　563．935

　　　706

15，379．732

8，390．261

4，876，091

3，514．170

400．000

400，000

8790261

　500ρ00
3．1981778

21890．693

6，589，471

（42－8％）

15，379，732

＿　　　　　　828．042 923．437　　　　1，464，260

出所1『川崎製鉄25年史』より作成二
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表4　川崎製鉄損益およぴ利益処分
（単位　千円）

第1期第2期第3期第4期（25年10月期）（26年4月期）（26年10月期）（27年4月期）

6・ユ40・073　9糾366　12，00ユ，406　1ユ，679，411

4・942・571　7，537．548　9，396．384　9，486，204

326，198 307，901 388，444 536，6ア9

871・304　1，558，91ア　2，2ユ6．578　1，656，528

△162・135△321，487△329，951△344，089
709・169　1，23ア，430　1，886．627　1，312，439

76．169 91．099 94．226

1，406．6651，977，7261，313，599709，169

550．000

175．000

　　6，OO0

580，OO0

95，665

660．000

　　87．500

　　　6．000

1，130，OO0

　　94，226

450．000

87．500

　5．000

680I000

91，099

334．000

36．500

　2．500

260，000

ア6，ユ69

　　20強 砧孤∬

売　上　高

売上原価
販売費・一般管理費

営業利益
営業外損益

当期利益金

前期繰越利益

任意積立金取崩

（合　　計）

利益準備金

税金引当金

株主配当金

役員賞与金

住意積立金

後期繰越利益

年配当率（％）

出所：表に同じ。

O
O
万
円
近
く
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
損
益
の

方
で
み
る
と
、
第
一
期
（
約
五
カ
月
間
）
の
売
上
高
が

約
六
一
億
四
、
○
O
O
万
円
、
第
二
期
が
約
九
四
億
円

と
、
資
本
金
五
億
円
の
企
業
で
は
優
秀
な
成
綬
を
あ
げ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
配
当
は
三
五
％
と
い

う
高
配
当
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
当
然
、
一
九
五
〇

（
昭
和
二
五
）
年
六
月
に
勃
発
し
た
朝
鮮
動
乱
に
よ
る

特
需
の
結
果
に
よ
る
も
の
だ
が
、
財
務
内
容
は
非
常
に

建
全
だ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
千
葉
工
場
の
建
設

費
ニ
ハ
三
億
円
か
ら
す
れ
ぱ
そ
う
し
た
財
務
内
容
は
、

当
時
の
取
締
役
が
述
懐
す
る
よ
う
に
、
「
財
産
は
た
く

さ
ん
あ
る
け
れ
ど
も
、
知
れ
と
る
わ
な
、
そ
ん
な
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
）

（
千
葉
工
場
建
設
）
計
画
か
ら
い
え
ば
」
、
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
結
局
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
十
一

月
の
工
場
建
設
計
画
申
請
時
点
で
は
、
確
実
な
資
金
源

を
西
山
は
も
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
西

山
が
申
請
し
た
政
府
見
返
り
資
金
八
O
億
円
も
結
局
は

実
現
す
る
に
い
た
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
業
界

に
も
官
界
に
も
、
ま
た
ド
ツ
ジ
H
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
金

融
引
締
め
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
金
融
界
に
も
、
当
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然
西
山
の
計
画
は
無
謀
に
映
っ
た
に
違
い
な
い
。
当
時
の
日
銀
総

裁
一
万
田
尚
人
が
西
山
の
計
画
に
対
し
て
基
本
的
に
賛
成
し
つ
つ

も
慎
重
論
を
唱
え
た
こ
と
が
、
ジ
ャ
i
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
「
川

鉄
千
葉
に
は
ペ
ン
ペ
ン
草
を
は
や
し
て
み
せ
る
」
と
い
っ
た
風
に

誇
張
さ
れ
た
理
由
は
、
こ
う
し
た
当
時
の
雰
囲
気
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
東
京
商
工
局
鉱
山
局
長
か

ら
川
重
に
入
社
し
、
川
鉄
成
立
後
は
同
社
取
締
役
東
京
支
店
長
と

し
て
西
山
と
と
も
に
千
葉
進
出
を
す
す
め
た
大
原
久
之
氏
は
、
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
（
西
山
社
長
に
は
）
お
国
の
た
め
に
な
り
、
技
術
も
よ
く
っ

　
て
真
面
目
に
や
っ
て
安
く
て
い
い
も
の
を
つ
く
れ
ば
、
金
は
必

　
ず
つ
い
て
く
る
ん
だ
、
と
い
う
そ
の
思
想
が
あ
っ
た
、
根
底
に

　
＾
2
0
）

　
ね
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
1
〕

こ
の
菱
言
は
明
治
以
来
の
日
本
経
営
者
の
楽
観
主
義
を
よ
く
表
現

し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、
西
山
の
意
志
決
定
に
お
け
る
企
業
者

精
神
の
真
髄
を
つ
い
て
い
る
。

　
西
山
は
戦
前
戦
中
に
平
炉
に
関
す
る
充
分
な
技
術
と
経
営
資
源

を
蓄
積
す
る
と
同
時
に
、
単
独
平
炉
の
限
界
を
痛
感
し
て
い
た
。

敗
戦
を
迎
λ
、
G
H
9
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
経
－
済
改
革
は
鉄
鋼
業

に
市
場
を
復
活
さ
せ
、
鉄
鋼
の
国
際
商
品
と
し
て
の
展
望
あ
る
い

は
壌
滅
危
機
感
を
醸
成
し
た
。
そ
の
時
、
G
H
9
の
バ
ー
ジ
に
よ

っ
て
西
山
は
企
業
の
ト
ツ
プ
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
た
な

環
境
に
生
存
し
て
い
く
た
め
に
、
彼
は
組
織
を
改
革
し
た
。
そ
れ

が
川
鉄
の
分
離
独
立
で
あ
っ
た
。
次
に
、
新
た
な
環
境
に
適
応
す

る
た
め
に
、
川
鉄
が
生
き
残
る
領
域
を
定
義
し
、
新
た
な
技
術
者

を
結
合
し
た
。
そ
れ
が
、
銑
鋼
一
貫
体
制
へ
の
進
出
“
世
界
最
新

鋭
の
千
葉
工
場
建
設
で
あ
り
、
各
分
野
か
ら
川
鉄
に
集
合
し
た
人

々
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
西
山
の
意
志
決
定
と
企
業
行
動
は
業
界

に
と
っ
て
ま
さ
に
突
然
変
異
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
こ
う
し
て
、
西
山
は
戦
前
か
ら
醸
成
し
て
き
た
彼
の
経
営
構
想

を
実
現
す
べ
く
技
術
と
人
的
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
を
一
つ
一
つ
積
み
上

げ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
致
後
ま
で
残
っ
た
の
が
、
「
建
設
資
金
」

と
い
う
不
確
実
性
で
あ
っ
た
。
可
能
な
隈
り
の
確
実
性
を
積
み
上

げ
、
最
後
の
不
確
実
性
を
残
し
た
ま
ま
企
業
の
生
存
領
域
の
確
立

に
命
運
を
賭
け
た
西
山
の
意
志
決
定
を
、
わ
れ
わ
れ
は
や
は
り
企

業
者
精
神
と
し
か
よ
ぱ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
通
産
省
に
お
い
て
も
千
葉
工
場
建
設
計
画
の
認
可
に
つ
い
て
は

賛
否
が
わ
か
れ
、
基
本
的
に
同
計
画
を
承
認
し
た
の
は
一
九
五
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
売
）

（
昭
和
二
七
）
年
二
月
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
，
西
山
は
前
年
の
五
一

年
西
月
に
千
葉
の
埋
め
立
て
を
開
始
し
、
借
入
金
を
頼
ら
ず
に
約
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三
〇
億
円
の
投
費
決
定
を
し
た
。
彼
は
彼
の
企
業
者
精
神
（
大
原

氏
の
こ
と
ぱ
で
い
え
ぱ
「
金
は
必
ず
つ
い
て
く
る
」
）
に
購
け
た
の

で
あ
る
。
事
実
、
西
山
の
計
画
は
最
終
的
に
多
く
の
賛
同
を
得
て

実
現
に
向
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
西
山
の
意
志
決
定
は
同
様
な
条
件

下
に
あ
ウ
た
住
金
・
神
鋼
に
強
い
衝
撃
を
与
え
一
佳
金
は
一
九
五

三
（
昭
和
二
八
）
年
小
倉
製
鉄
株
式
会
社
を
合
併
し
て
銑
鉄
生
産

に
参
入
し
、
神
鋼
は
同
一
九
五
四
年
尼
崎
製
鉄
株
式
会
社
へ
資
本

参
加
し
て
一
貫
化
へ
の
足
が
か
り
を
築
い
た
。
こ
の
イ
ン
バ
ク
ト

に
つ
い
て
、
神
鋼
杜
長
浅
田
長
平
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
戦
後
日
本
の
鉄
鋼
界
は
大
き
な
発
展
の
エ
ポ
ッ
ク
を
つ
く

　
り
だ
し
た
。
（
中
略
）
。
彼
（
西
山
米
倉
注
）
は
自
分
で
高
炉
を
建

　
て
て
、
自
分
で
銑
鉄
を
つ
く
る
と
い
っ
て
が
ん
ぱ
っ
た
の
で
あ

　
る
。
そ
し
て
新
会
社
を
創
立
し
て
、
再
出
発
し
た
。
西
山
君
の

　
方
で
新
製
鉄
所
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ぱ
、
住
友
も
同

　
じ
こ
と
を
考
え
る
だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
神
鋼
と
し
て
も
や
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
3
）

　
り
高
炉
を
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
…
」

　
こ
う
し
た
一
貫
六
杜
に
よ
る
極
め
て
競
争
的
な
日
本
戦
後
鉄
鋼

産
業
組
織
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
前
掲
の
図
4
は
、
川
鉄
が
銑

鉄
生
産
に
参
入
し
た
一
九
六
〇
（
昭
和
三
〇
）
年
以
後
、
日
本
の

鉄
鋼
業
が
戦
前
の
日
鉄
の
独
占
的
市
場
構
造
か
ら
六
社
に
ょ
る
競

争
的
市
場
構
造
に
変
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
川
崎

製
鉄
が
は
た
し
た
戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
再
編
成
と
い
う
革
新
性
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
西
山
の
経
歴
に
つ
い
て
は
前
掲
『
鉄
鋼
巨
人
伝
西
山
弥
太
郎
』

　
を
参
照
と
し
た
。

（
2
）
　
前
掲
『
西
山
弥
太
郎
追
偉
築
』
、
二
六
〇
頁
。

（
3
）
　
同
書
、
二
六
二
頁
。

（
4
）
　
『
企
業
再
建
整
備
法
に
よ
る
整
備
計
画
認
可
申
講
書
』
川
崎
製

　
鉄
株
式
会
社
所
蔵
。

（
5
）
　
鶴
田
俊
正
『
戦
後
日
本
の
産
業
政
策
』
目
本
経
済
新
聞
社
、
1
一

　
九
八
二
年
、
一
四
－
一
＝
員
。

（
6
）
　
『
川
崎
重
工
業
株
式
会
社
史
』
川
崎
重
工
業
株
式
会
社
、
　
一
九

　
五
九
年
、
六
九
三
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

（
7
）
　
『
第
三
回
社
史
編
纂
の
た
め
の
記
録
シ
リ
ー
ズ
　
千
葉
製
鉄
所

　
　
の
建
設
　
そ
の
一
』
川
崎
製
鉄
株
式
会
社
本
社
所
蔵
。

（
8
）
　
前
掲
『
西
山
弥
太
郎
追
惇
集
』
、
二
六
二
－
二
六
三
頁
。

（
9
）
　
前
掲
『
鉄
鋼
巨
人
伝
　
西
山
弥
太
郎
』
、
二
六
二
－
二
六
三
頁
｝
．

（
1
0
）
　
前
掲
　
川
崎
製
鉄
株
式
会
社
本
社
所
蔵
『
第
三
回
社
史
編
纂
の

　
　
た
め
の
記
録
シ
リ
ー
ズ
　
千
葉
製
鉄
所
の
建
設
　
そ
の
一
』
。

（
u
）
　
前
掲
『
鉄
鋼
巨
人
伝
　
西
山
弥
太
郎
』
、
二
五
一
頁
。
　
　
　
、

（
1
2
）
　
日
鉄
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
製
鉄
株
式
会
社
史
』
目
本

　
製
鉄
株
式
会
社
史
編
集
委
員
会
、
一
九
五
九
年
、
を
参
照
し
た
。

・
（
1
3
）
　
通
産
省
編
『
商
工
攻
策
史
』
（
第
一
七
巻
　
鉄
鋼
業
）
、
商
工
攻
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策
史
刊
行
会
、
　
一
九
七
〇
年
、
五
〇
一
－
五
〇
二
頁
。

（
1
4
）
　
浅
輪
、
上
野
の
履
歴
等
に
つ
い
て
は
『
鉄
鋼
巨
人
伝
　
西
山
弥

　
太
郎
』
を
参
照
し
た
。

（
∬
）
　
前
掲
　
川
崎
製
鉄
株
式
会
社
本
社
所
蔵
『
第
三
回
社
史
編
纂
の

　
た
め
の
記
録
シ
リ
ー
ズ
　
千
葉
製
鉄
所
の
建
設
　
そ
の
；
。

（
1
6
）
　
森
川
英
正
「
経
営
史
家
か
ら
見
た
技
術
者
重
役
」
『
経
営
と
歴

　
史
』
（
財
）
目
本
経
営
史
研
究
所
、
一
九
八
三
年
六
月
。

（
1
7
）
　
一
九
八
三
年
六
月
に
お
け
る
同
氏
へ
の
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
。

（
1
8
）
　
拙
稿
「
戦
後
日
本
鉄
鋼
業
試
論
」
で
こ
う
し
た
技
術
交
流
、
と

　
く
に
日
鉄
お
よ
ぴ
目
本
鉄
鋼
協
会
に
つ
い
て
触
れ
て
お
い
た
。

（
1
9
）
　
『
千
葉
製
鉄
所
蓮
設
を
め
ぐ
る
資
金
問
題
等
座
談
会
』
川
崎
製

　
鉄
株
式
会
社
所
蔵
。

（
2
0
）
　
同
文
書
。

（
2
1
）
　
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
『
目
本
に
お
け
る
企
業
者
精
神
の
生
成
』

　
（
土
星
他
訳
）
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
六
五
年
、
一
六
六
－
ニ
ハ
七
員
。

（
2
2
）
　
通
産
省
内
部
で
も
、
若
手
官
僚
と
旧
日
鉄
系
官
僚
の
激
し
い
論

　
争
が
あ
り
、
西
山
の
革
新
行
動
を
最
後
ま
で
支
持
し
た
若
手
官
僚
が

　
西
山
の
支
え
と
な
っ
た
と
い
う
（
山
地
八
郎
氏
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
）
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
改
め
て
別
稿
を
用
意
し
た
い
。

（
2
3
）
　
前
掲
『
西
山
弥
太
郎
追
悼
集
』
、
三
九
七
頁
。

四
　
結

以
上
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
戦
後
日
本
鉄
鋼
業
に
お
け
る
川

崎
製
鉄
1
1
西
山
弥
太
郎
の
企
業
行
動
・
意
志
決
定
は
、
新
し
い
経

済
環
境
に
対
し
て
蓄
積
さ
れ
た
経
営
資
源
を
新
た
に
結
合
し
、
銑

鋼
一
貫
体
制
と
い
う
新
た
な
分
野
へ
と
飛
躍
し
た
と
い
う
意
味
で
、

ま
た
そ
の
結
果
、
古
い
独
占
的
体
制
を
打
破
し
、
新
し
い
生
産
様

式
の
先
駆
と
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
進
化
論
的
に
い
え
ぱ
突
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
＾
1
〕

変
異
で
あ
り
、
ま
さ
に
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
い
う
革
新
で
あ
っ
た
。

戦
後
日
本
鉄
鋼
業
に
お
け
る
川
崎
製
鉄
・
西
山
弥
太
郎
の
企
業
行

動
．
意
志
決
定
は
、
企
業
の
革
新
的
行
動
が
非
連
続
性
の
背
後
に

絶
え
ま
な
い
連
続
性
を
蓄
積
し
、
新
し
い
環
境
変
化
を
機
会
と
し

て
連
続
的
経
営
資
源
の
そ
の
新
た
な
結
合
か
ら
突
然
変
異
的
に
出

現
す
る
こ
と
を
、
そ
し
て
そ
の
最
後
の
飛
躍
は
企
業
者
精
神
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

っ
て
担
わ
れ
る
こ
と
を
、
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
（
1
）
　
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
『
経
済
発
展
の
理
論
』
上
（
塩
野
谷
等
訳
）
、

　
　
岩
波
文
庫
、
　
一
九
七
七
年
、
一
八
O
－
一
八
四
頁
。

　
（
2
）
　
こ
う
し
た
企
業
の
突
然
変
異
的
革
新
行
動
を
連
続
性
の
中
か
ら

　
　
と
ら
え
よ
う
と
す
る
の
が
、
経
営
に
お
け
る
進
化
論
モ
デ
ル
で
あ
る
。

　
　
経
営
の
進
化
論
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
野
中
郁
次
郎
「
進
化
論
的
戦

　
　
略
の
構
想
」
『
ピ
ジ
ネ
ス
・
レ
ビ
ュ
ー
』
第
＝
二
巻
第
一
号
、
を
参

　
　
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
犬
学
助
手
）
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